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日本語母語話者にとって，日本語にない英語の音韻の差異（例えば,/r/と/l/）に気づくことは難しい。本

研究では，日本人幼児における英語の構成音素の知覚・発声能力を調べ，それと英単語の反復の難しさ

との関連を検討した。研究１では，英語の音声を構成する主要な音素を，CV音韻構造，または，同一の

音素の順序を変えたVC音韻構造で幼児（3,4歳児 35名,5, 6歳児 29 名）に聴覚提示し，反復再生させた。

その結果，/vI/，/ðI/，/zI/，/lI/の刺激に含まれる頭子音の反復が難しかったが，少なくとも２割程度の子

どもが，正しく反復することができた。また，CV音韻構造よりも，VC音韻構造が難しかった。研究２

では，CV音韻構造での各音素の正反応率（研究1）を用いて，１音節英単語反復の正反応率（5,6歳児 15名

の成績）を予測した。その結果，１音節英単語反復の正反応率のばらつきが18％説明されることが分かっ

た。英語の構成音素を知覚・発声することの難しさは，日本人幼児が英単語の音声を聞き取り，発声す

ることの難しさの一部であることが示唆された。
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今日，乳幼児向けの英語教室が人気を集めている。

社会や経済のグローバル化が進行し，コミュニケー

ションの手段としての英語の重要性が益々認識される

とともに，より年少に英語の学習を始めた方が，上達

が容易であり，小学校で必修となった英語活動での学

習の助けになるという考えが保護者の間にあるからで

ある。確かに，第２言語の習得開始の年齢とその言語

の能力との関係を調べた研究の中には，少なくとも，

音声の知覚や発音に関して，より早い時期に習得を始

めた者の方が，その言語の母語話者に近い能力を獲得

することを示唆するものが多い（例えば, Flege, Yeni-

Komshian,& Liu,1999 ;Tsukada,Birdsong,Bialystok,Mack,

Sung,&Flege,2005）。しかし，多くの研究から，生後10ヶ

月頃には，乳児の音声知覚が母語の音韻体系に合わせ

て調整され，母語の音韻体系にない第２言語の音韻の

差異（例えば,日本語母語者にとって英語の/r/と/l/）に気づか

なくなることが分かっている（林,1999）。すると，小学

校で英語活動を始める児童はもちろん，幼児であって

も，日本語にない英語の音韻を正確に知覚し，発声す

るのは困難であることも考えられる。日本人幼児が，

英語の音声知覚に母語から強い制約を受けるのではな

いかといったことは，暗黙の了解となり，そのことが，

早期教育の過熱へと向かわせる一因ともなっているか

もしれない。今，心理学の果たすべき役割は，小学校

で英語活動を開始する以前の日本人幼児の英語の音韻

処理の特徴を，データをもとに明らかにしながら，小

学校での英語活動のカリキュラム改善に向けた基礎的

データを蓄積することにあろう。本研究はその点を踏

まえ，日本人幼児における英語の構成音素の知覚・発

声能力を調べ，それと英単語の反復の難しさとの関連

を検討することを目的とする。

英語の音韻処理に対する母語の影響を考えるうえで，

李・湯澤・関口（2009）の研究が示唆的である。李他

は，日本人幼児と中国人幼児における英語の音韻処理

の違いを検討した。母音（V）と子音（C）の組み合わ

せの異なる４種類の音韻構造の1音節英単語（CVC,

CCVC,CVCC,VCC）を聴覚提示し，その語頭音を同定さ

せる音韻認識課題と，同じ１音節英単語を聴覚提示し，

反復させる課題を実施した。その結果，１音節英単語

の語頭音の同定能力は，全般に，日本人幼児の方が優

れており，両者の違いが，特に，VCC とCCVCの音

韻構造の単語で見られた。しかし，日本人幼児は，反

復課題の成績が悪く，特に，CCVCとCVCCの音韻構

造の単語で，中国人幼児より，音韻認識課題のみ正答

の単語数が多かった。一方，中国人幼児は，１音節英

単語の反復能力に優れており，音韻構造に関わりなく，

反復課題のみ正答の単語数が多かった。

李他（2009）は，日本人幼児における１音節英単語の
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反復の難しさについて，音声知覚の観点から解釈して

いる。音声の知覚は，言語によって異なったリズムに

基づいており，日本語の場合は，モーラ（拍），英語の

場合は，ストレスをリズムの単位としている（e.g.,Cut-

ler& Norris,1988;Cutler& Otake,1994;Otake,Hatano,&

Yoneyama,1996）。母語のリズムは，第2言語の音声の知

覚に影響し，日本語母語話者は，英語やフランス語の

音声を，モーラを単位として知覚することが分かって

いる 。また，声調言語である中国語では，個々の音節

に意味があり，１つの文字が割り当てられているとと

もに，フランス語と同様，音節を単位としたリズムを

持っている（e.g.,Lin& Wang,2007）。そのため，例えば，

１音節英単語 grass/ r s/を中国人幼児は，１つのま

とまりとして認識する。それに対して，日本人幼児は，

モーラのリズムによって認識するため，/ur su/また

は，/ r s/（ は,間隔を示す）のように，認識する。する

と，/u/（/ /），/r /，/su/（/s/）の３つのまとまりは，

1つのまとまりの/r s/に比べて，音韻的短期記憶に

より負荷がかかり，日本人幼児は，発声に失敗する。

他方，日本人幼児における１音節英単語の反復の難

しさは，特定の音韻（例えば, /r/）の知覚・発声に失敗

したことに起因している可能性もある。音声は，発声

する個人の性別や年齢，発声する文脈などによって生

じる音響的な変動にもかかわらず，ある言語に固有の

カテゴリーに基づいて知覚される。そのような音声の

カテゴリー知覚は，先に述べたように，乳児期早期か

ら発達する。母語におけるカテゴリー知覚の発達は，

母語の音韻体系と異なる音韻体系を持つ第２言語にお

けるカテゴリーの差異を，その母語話者が習得するこ

とを困難にする（Brown, 1998 ;Wade-Wolley & Geva,

2000）。例えば，英語の/r/と/l/について，英語母語話者

は，第3ホルマント周波数の違いを主要な手がかりと

して識別するが，日本語母語話者は，そのような手が

かりを利用できず，同一のカテゴリーとして知覚して

しまう。

李他（2009）では，音韻構造の複雑さの要因に加え、

こうした特定の音韻（例えば, /r/）の知覚・発声の要因

が交絡していたため，日本人幼児における１音節英単

語の反復の難しさを正確に説明することが困難であっ

た。また，英語の音声を構成する音韻を系統的に取り

扱っていないため，日本人幼児が英語のどの音韻を知

覚・発声できないのかを評価することができなかった。

そこで，本研究では，英語の音声を構成する主要な音

素を，CVという単純な音韻構造，または，同一の音素

の順序を変えたVCの音韻構造で日本人幼児に聴覚提

示し，どの程度正確に反復できるかを評価する（研究

1）。また，個々の音韻の知覚・発声の成否が，１音節英

単語反復成績をどの程度予測できるのかを検討する

（研究2）。以下，具体的な研究内容を説明し，結果の予

測を行う。

研究１では，英語の音声を構成する母音15音を同一

の子音（/p/）と組み合わせて，15種類のCV音節（CV

母音刺激）を作成する。また，英語の音声を構成する子

音24音を同一の母音（/I/）と組み合わせて，24種類の

CV音節（CV頭子音刺激），24種類のVC音節（VC尾子音

刺激）を作成する。例えば，/rI/の刺激を幼児が正しく反

復できた割合が.60だとすると，少なくとも，60%の幼

児は，/r/の音素を正確に知覚・発声できたと想定でき

る。CVという最も単純で，日本人母語話者にとって基

本的な音韻構造での反復を通して，英語の構成音素の

知覚・発声能力を評価する。日本語と構成音素が異な

るため，英語の構成音素の中には，日本人幼児が正し

く反復することが困難なものがあることが予想される。

一方，VC尾子音刺激（/Ir/）は，CV頭子音刺激（/rI/）

と同じく１音節であり，両者の子音（/r/）は同じカテゴ

リーであるが，閉音節であり，難易度が異なる可能性

がある。第１に，母音との相対的な位置によって，個々

の音素（異音）の構音上の制約が異なっているからであ

る。第２に，日本語母語話者は，英語の音声を，モー

ラを単位として知覚する（Cutler & Otake, 1994）。例え

ば，/rI/の場合，日本語の“リ［ ］”の音韻知識に依拠

して，１つのまとまりとして知覚・発声できるのに対

して，/Ir/の場合，“イ［ ］”と“ル［ ］”の音韻知識に

依拠して，２つのまとまりとして知覚したものを１つ

のものとして発声する必要がある。そのため，VC尾子

音刺激（/Ir/）の方が全般に難しい可能性がある。

なお，研究１では，幼児の年齢の要因についても検

討の対象とする。年齢が日本人幼児による英語の音声

反復に及ぼす影響として，以下のように相反する２つ
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日本語のモーラは，音節の一部であり，音節よりも細かい単

位になっている。日本語の撥音（ン），促音（っ），長音

（－），二重母音の後半（ベイ,エイ）が，独立したモーラを形

成し，それだけでは音節を形成しないためである。例えば，ラー

メン（ra.men）は，「モーラ」で数えると４つの長さになる

が，「音節」で数えると２つの長さになる。

日本語母語話者は，例えば，concealの/n/よりも，sanityの/

n/を認識するのに時間がかかり，また，認識に失敗する確率が

高いが，それは，１音節/k n/を/k /と/n/に分節化しているか

らであると考えられる。一方，音節をリズムに持つフランス語

の母語話者は，音節の単位に基づいて英語音声を認識すること

が示唆されている。



の方向での影響が考えられる。まず，母語の音韻カテ

ゴリーは，幼児期から児童期，さらに成人期に至るま

で徐々に発達し，子どもの母語における音韻カテゴ

リーの境界は，大人のそれと比べるとはっきりしてい

ないことが示唆されている（Hazen& Barrett,2000;Pur-

sell,Swanson,Hedrick,& Nabelek, 2002 ;Walley& Flege,

1999）。このことから，年齢の低い幼児の場合，母語に

よる母語以外の音声の知覚への影響が少なく，第２言

語の音韻をより正確に反復しやすいことも考えられる。

一方，音声の反復には，知覚した音声を音韻的短期記

憶に保持しつつ，音声を分析し，発話運動を制御する

という点で，音韻的短期記憶が大きな役割を果たして

いる（Gathercole,2006）。音韻的短期記憶の容量が４歳か

ら６歳の間に大きく増加することを考えると（Gather-

cole& Alloway,2008），年齢の高い幼児の方が，１音節

の短い音声であっても，聞き慣れない音声の再生が容

易であることが考えられる。

次に，研究２では，研究１の５～６歳児のデータを

用いて，先行研究（李他,2009）における５～６歳児の１

音節英単語反復成績の予測を試みる。例えば，５～６

歳児における grass/ r s/の単語の反復正答率がα，

研究１で得られるデータのうち，//，/r/，/ /，/s/の

各４音素を含むCV音節の正反応率を，それぞれａ，

ｂ，ｃ，ｄと想定する。ａ，ｂ，ｃ，ｄは，５～６歳

児が各音素を正確に知覚・反復できる確率と見なすこ

とができる。５～６歳児が//を正確に知覚・発声する

ことが難しく，ａの値が小さくなった場合，それを構

成音素として含む grass/ r s/の反復も難しくなり，

αの値も低くなると考えられる。/r/，/ /，/s/（b,c,d）

についても同様であるため，構成音素をすべて正確に

知覚・発声できる確率を積算したとき（a×b×c×d），こ

の予測値と実際のその単語の正答率（α）は，関連があ

ると予想される。

一方，１音節英単語の反復に影響を及ぼす要因は多

様であり，構成音素の知覚・発声の難しさは，その一

部にすぎない。例えば，李他（2009）が主張するよう

に，日本人幼児は，モーラのリズムによって，１音節

英単語を複数のまとまりとして認識するため，音韻的

短期記憶により負荷がかかり，１音節英単語の反復に

失敗することも考えられる。もし構成音素の知覚・発

声の難しさに加えて，他の要因も１音節英単語反復の

難しさに関わっているとしたら，１音節英単語反復成

績（α）は，構成音素の正反応率に基づく予測率（a×b×

c×d）より低くなるはずである。

研究１：英語の CV音節，VC音節の反復

方 法

参加者 参加者は，３，４歳児35名（平均年齢49ヶ月,

範囲 37ヶ月～59ヶ月），５，６歳児29名（平均年齢67ヵ月,範

囲 60ヶ月～73ヶ月）であった。参加者はすべて，地方都市

の私立保育園に通う日本語母語話者であった。聴覚に

障害のある者，外国の長期滞在などの英語経験のある

者は含まれていない。

刺激と課題 刺激は，母音ターゲット音素（15種類）

の前に/p/の音を付加したもの（CV母音刺激），子音ター

ゲット音素（24種類）の後に/I/の音を付加したもの（CV

頭子音刺激），および子音ターゲット音素の前に/I/の音

を付加したもの（VC尾子音刺激）の３種類（/pI/は,CV頭

子音刺激とVC尾子音刺激に共通であるため,総数 62個）で

あった（Table 1,2,3）。これらの母音15音，子音24音

は，川越（2007）の分類を用いた（以下,音声刺激の表示は,

川越,2007に基づく）。ターゲット音素を/p/または/I/と組

み合わせた理由は，非単語反復課題（Gathercole&Bad-

deley,1996）に対する幼児の反応を音節別に分析した結

果，/p/と/I/を含む音節に対する正反応の割合が高

かったためである（関口,2007）。英語母語話者（女性）に

依頼して，次のような手続きで，62個の刺激音を作成

した。まず，共通の音素（/p/または/I/）の発音記号とそ

れを含む単語を見て，発音を確認する。次に，ターゲッ

ト音素の発音記号と，ターゲット音素を含む単語を見

て，発音を確認する。そして，CV母音刺激，またはCV

頭子音刺激の発音記号を見ながら，各刺激を発音する。

CV頭子音刺激の場合，引き続き，音素の組み合わせを

逆にしたVC尾子音刺激を発音する。それらの発音を

録音し，最後に，録音した発音を聞き，確認する。録

音した音声は，コンピュータに取り込み，刺激音を作

成した。

課題は，62個の刺激音を２秒間隔で参加者に提示

し，聞いたままに再生するというものである。提示順

序は無作為な２系列とし，各系列に参加者を無作為に

割り当てた。刺激の提示には小型メディアプレーヤー

と小型のアンプ付きスピーカーを用いた。

手続き 課題は１対１の個別面接形式で行った。参

加者はスピーカーを前にして座り課題に臨んだ。ス

ピーカーから聞こえてくる女性の発話を真似して言う

ようにという教示をし，練習試行と本試行を行った。

練習用の課題としては，日本語の音素で構成された非

単語を用いた。参加者が課題の手続きを理解したとこ

ろで，本試行へと移行した。参加者が２秒間で反応で
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きないときは，刺激の再生を一時停止し，反応（反復,分

からないことの表明）後，再開した。参加者の反応に対し

ては，正否を明確に示さない相槌（「いいよ」,「上手だよ」

など）を行い，無反応や分からないという反応に対して

は，「大丈夫だよ」などの相槌を行った。参加者の反応

は，ボイスレコーダーに録音した。課題の実施時間は

およそ５分程度であった。

反応の評定 課題実施中に録音した音声のCDを用

いて，２人の英語母語話者が独立に参加者の反応を，

正反応（刺激音と同じ），誤反応（刺激音と同じでない），無反

応，聞き取れないに分類した 。少なくともいずれか一

方の英語母語話者が無反応，または聞き取れないに分

類した反応以外で，２人の英語母語話者が一致して正

反応または誤反応に分類した割合は，64％であった。

ただし，不一致の分類については，一貫した傾向が見

られ，一方の評定者が正反応とし，他方の評定者が誤

反応とした反応の割合が33％（不一致の中の 94%），その

逆が２％（不一致の中の6%）であった。一方の英語母語

話者における正反応の基準は，より厳しく，他方の英

語母語話者のそれは，より緩やかであったと推測され

るが，実際，不一致の分類となった反応には，刺激音

と微妙に異なっているが，同じ音声に聞こえるものが

多く含まれていた。音声刺激は，カテゴリカルに知覚

され，典型的な音声の周囲に同一の音声カテゴリーと

して知覚される領域が広がっていると考えられる。そ

こで，２人の英語母語話者によって一致して正反応に

分類された反応は，最終的に「正反応」と評定し，不

一致の分類となった反応については，以下のような基

準を定め，２人の著者と第３の英語母語話者が協議し

ながら，それぞれの反応を評定した。①ターゲット音

素が他の音素と入れ替わって発音され，明確に異なる

と判断できる場合（例えば,［di］の刺激音に対して［ i］の発

音と判断される）は，「誤反応」とする。②有声音のター

ゲット音素に対して無声音として発音されている場合，

またはその逆（例えば,［Id ］の刺激音に対して［I ］の発音と

判断される）は，「誤反応」とする。③ターゲット音素に

おいて，構成音素の発音が不十分であった場合（例えば,

［pai］を［pa］と発音,あるいは,［Id］を［I］と発音したと判

断される）は，「誤反応」とする。④上記①～③以外

で，付加的音素（［I］,［p］）が他の音素と入れ替わってい

る場合も含めて，ターゲット音素がそれに準じて発声

されている場合，「正反応」に評定する。⑤④で，ター

ゲット音素がそれに準じて発声されているかどうかの

判断は，第３の英語母語話者の判断を重視する。

結果と考察

まず，15種類のCV母音刺激に対する正反応率（「正

反応」と評定された参加者の割合）を示したのが，Table 1

である。CV母音刺激に対する正反応率の平均は，３，

４歳児で.86，５，６歳児で.90であった。個々の刺激

の正反応率は全般に高く，すべての刺激で約６割以上

の子どもが同じ音声の反応をすることができている。

3，４歳児と５，６歳児を比べると，後者の正反応率が

やや高いが，15種類のCV母音刺激に対する正反応数

の合計を比 したとき，５，６歳児と３，４歳児に有

意差は見られなかった（t(62)＝1.41,ns.)。

次に，24種類のCV頭子音刺激に対する正反応率を

示したのが，Table 2である。CV頭子音刺激に対する

正反応率の平均は，３，４歳児で.64，５，６歳児で.70

であり，CV母音刺激に比べると，全般に低かった。

個々の刺激の正反応率を見ると，刺激によって大きな

違いが見られた。両年齢での正反応率が５割以下の刺

激は，/vI/，/ðI/，/zI/，/lI/であった。このことは，日本人

幼児にとって，これらの刺激に含まれる頭子音（有声の

摩擦音,流音）の発声が難しいことを示している。ただ

し，これらの頭子音をまったく発声できないのではな

く，少なくとも２～３割程度の子どもが，英語母語話

者が同じ音と判断するくらいに，反復することができ

たことは注目に値する。

最後に，24種類のVC尾子音刺激に対する正反応率
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Table 1 CV母音刺激に対する正反応率

音節 /pi/ /pI/ /pu/ /pU/ /p / /p / /p / /pæ/

３，４歳 .91 .80 .91 .83 .89 .97 .89 .69

５，６歳 .97 .86 1.00 .83 .97 .97 .97 .79

音節 /p / /peI/ /poU/ /paI/ /paU/ /p I/ /p / 平均

３，４歳 .91 .86 .94 .74 .60 .94 .94 .86

５，６歳 .93 .83 .93 .93 .59 .93 .93 .90

反応を評定した３人の英語母語話者は，アメリカ英語を母語

として，いずれも，日本の学校または英会話教室で日本人に対

して英語を教えた経験を有していた。



を示したのが，Table3である。VC尾子音刺激に対す

る正反応率の平均は，３，４歳児で.53，５，６歳児で.61

であり，CV頭子音刺激に比べると，全般に低かった。

24種類の刺激に対する参加者の正反応数について，音

韻構造（CV頭子音刺激,VC尾子音刺激 :被験者内要因） ×

年齢（3,4歳児, 5, 6歳児）の２要因の分散分析を行った。

その結果，音韻の主効果（F(1,62)＝28.71,p＜.01），年齢

の主効果（F(1,62)＝5.46,p＜.05）が見られ，交互作用は

有意でなかった（F(1,62)＝0.09,ns.）。CV頭子音刺激より

も，VC尾子音刺激で，正反応が少なく，３，４歳児よ

りも，５，６歳児で，正反応数が多かった。CV頭子音

刺激よりも，VC尾子音刺激で，正反応が少ないという

結果は，同一の音素から構成されていても，VC音節の

方が，CV音節よりも，反復が困難であることを示して

いる。

なお，CV母音刺激以外，CV頭子音刺激およびVC

尾子音刺激において，３，４歳児よりも５，６歳児で

正反応数が多かった。子音の場合，５，６歳児の方が，

音韻的短期記憶の容量がより大きいため，与えられた

音声を音韻貯蔵庫に保持しつつ，音声を分析し，適切

な発話運動を制御することがより容易であるからであ

ると考えられる。年齢の低い幼児の方が，日本語が英

語の音声知覚へ及ぼす影響が少なく，英語の音声をよ

り正確に反復しやすいというわけではないと言える。

研究２：構成音素の反復成績に基づく１音節英単

語反復成績の予測

研究２では，研究１の５～６歳児のCV母音刺激，

およびCV頭子音刺激の反復成績に基づく予測が，先

行研究（李他,2009）における５～６歳日本人幼児による

１音節英単語反復成績とどの程度一致するのかを検討

する。以下の「方法」では，李他（2009）の研究２での

１音節英単語反復課題について説明し，次に，研究１

のデータを用いた予測の方法について述べる。

方 法

１音節英単語反復課題のデータ １音節英単語反復

課題への参加者は，研究１と同じ地方都市にある別の

保育園の幼児15名（平均年齢66.8ヶ月,範囲 62ヶ月～72ヶ

月）であった。１音節英単語反復課題は，１音節英単語

の音声刺激を子どもに提示し，そのまま声に出して反

復させるというものである。音声刺激は，英語母語者

の女性によって発声されたものであった。刺激は，以
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Table 2 CV頭子音刺激に対する正反応率

音節 /pI/ /tI/ /kI/ /bI/ /dI/ / I/ /fI/ / I/ /sI/

３，４歳 .80 .69 .86 .83 .74 .71 .51 .46 .51

５，６歳 .86 .72 .93 .93 .76 .55 .83 .62 .59

音節 /I/ /vI/ /ðI/ /zI/ /I/ / I/ / I/ /hI/ /lI/

３，４歳 .43 .20 .23 .31 .80 .51 .86 .77 .40

５，６歳 .76 .10 .24 .28 .86 .62 1.00 .72 .48

音節 /rI/ /jI/ /wI/ /mI/ /nI/ / I/ 平均

３，４歳 .46 .71 .80 .94 .97 .91 .64

５，６歳 .56 .76 .90 1.00 .93 .90 .70

Table 3 VC尾子音刺激に対する正反応率

音節 /Ip/ /It/ /Ik/ /Ib/ /Id/ /I / /If/ /I / /Is/

３，４歳 .86 .69 .86 .54 .23 .60 .63 .14 .51

５，６歳 .79 .76 .79 .55 .34 .55 .76 .28 .62

音節 /I/ /Iv/ /Ið/ /Iz/ /I / /I / /I / /Ih/ /Il/

３，４歳 .46 .20 .29 .51 .40 .80 .34 .86 .26

５，６歳 .79 .31 .38 .59 .31 .90 .52 .97 .31

音節 /Ir/ /Ij/ /Iw/ /Im/ /In/ /I / 平均

３，４歳 .29 .94 .60 .63 .71 .43 .53

５，６歳 .34 .97 .79 .59 .83 .59 .61



下の４種類の音韻構造の単語各６個，合計24個から構

成された。①CVC単語：need /nid/, rid /rId/,

might/maIt/,fan/fæn/,wing /wI /,thin/ In/，②

CCVC単語：dream /drim/, smell /sm l/, train

/treIn/,plot/pl t/,grass/ r s/,block/bl k/，③

CVCC単語：help /h lp/, kind /kaInd/, left /l ft/,

jolt /d oult/, zest /z st /, vamp /væmp/，④VCC

単語：elf / lf/, ask /æsk/, ink /Ink/, opt / pt/,

ump /mp/,east /ist/。24単語の提示順序を変えた

３系列の課題を用意し，参加者にランダムに割り当て

た。手続きは，単語の提示間隔が３秒であり，音声刺

激をノイズ低減装置付のイヤフォンを通して参加者に

提示したこと以外は，本研究の研究１のそれと同様で

あった。参加者の反応は，ボイスレコーダーに録音さ

れ，後に，英語母語話者によって正しく反復されてい

るかどうかが評定された。

構成音素の反復成績に基づく予測 24個の１音節

英単語の正反応率（正しく反復されたと評定された割合）を，

CV母音刺激，CV頭子音刺激の正反応率を用いて予測

した。例えば，dream/drim/の場合，４つの構成音素

/d/，/r/，/i/，/m/を含む CV刺激/dI/，/rI/，/pi/，

/mI/の正反応率（5,6歳）は，それぞれ，.76,.56,.97,

1.00である（Table 1,2）。これらを積算したものを予測

率とした。このような予測率を24個の刺激について計

算した。

結果と考察

24個の１音節英単語の正反応率，および構成音素の

反復成績に基づく予測率をTable 4に示した。

まず，24個の１音節英単語の正反応率と予測率の相

関を求めると，.64,p＜.01であり，高い相関が見られ

た。構成音素の反復成績によって，正反応率のばらつ

きの41％が説明される。ただし，正反応率と音素数と

の関連の影響によって擬似的に大きくなっている可能

性がある。音素数が多いと，積算すべき構成音素の正

反応率の数が多くなり，その分，予測率の値が小さく

なるからである。そのため，音素数の影響を統制した

偏相関を求めると，.43であった。相関の値は，小さく

なったが，それでも，１音節英単語の正反応率のばら

つきをある程度（18%）説明している。

他方で，構成音素の反復成績に基づく予測率は，

VCC以外，全般に，正反応率よりも高くなっている。

４種類の音韻構造別に，予測率から期待される正反応

数と，幼児15名の実際の正反応数の差の検定を行っ

た。すると，CVC単語，CCVC単語では，実際の正反

応数は，予測率から期待される正反応数より有意に少

なかった（CVC,CCVC :t(14)＝7.00,4.89,p＜.01）。

予測率は，１音節英単語の構成音素を含むCV母音

刺激，またはCV頭子音刺激の正反応率に基づいてい

る。これらの正反応率には，/I/や/p/（各ターゲット音素と

組み合わせた共通音素）の反復の失敗が原因で誤反応に分

類されたものも多少反映されていると考えられるため，

本来，ターゲット音素だけの正反応率よりも低く見積

もられているはずである。そのため，その分，予測率

は，低くなっているはずであるが，それでも，VCC単

語を除き，予測率は，実際の正反応率より高くなって

いる。

以上の結果をまとめると，構成音素の反復成績に基

づく予測率は，個々の英単語の正反応率のばらつきを
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Table 4 １音節英単語の正反応率と，構成音素の反復成績に基づく予測率

CVC  need  rid  might  fan  wing  thin 総再生数

正反応率 .33 .07 .67 .20 .27 .07 1.60

予測率 .68 .37 .67 .61 .70 .50 3.52

CCVC  dream  smell  train  plot  grass  block

正反応率 .00 .07 .00 .13 .20 .47 0.87

予測率 .41 .27 .31 .28 .17 .39 1.83

CVCC  help  kind  left  jolt  zest  vamp

正反応率 .20 .40 .20 .33 .20 .00 1.33

予測率 .29 .61 .28 .34 .09 .07 1.68

VCC  elf  ask  ink  opt  ump  east

正反応率 .40 .80 .93 .60 .87 .60 4.20

予測率 .39 .45 .75 .58 .83 .41 3.48

上段は，音韻構造別の平均再生数（最大６），下段は，予測率から期待される再生数。

t検定： p＜.01, p＜.05



ある程度予測できる（18％）ことが示された。李他（2009）

から示唆されるように，日本人幼児は，１音節英単語

の構成音素を分析的に認識する傾向があるため，構成

音素を正しく知覚・発声できることが１音節英単語反

復に影響を及ぼしていると考えられる。しかし，１音

節英単語反復成績は，VCC単語を除いて，構成音素の

反復成績に基づく期待値よりも低かった。このことか

ら，日本人幼児における１音節英単語反復の難しさは，

個々の構成音素の知覚・発声の難しさ以外の別の要因

が関わっていると言える。

ただし，VCC単語の正反応数は，予測率から期待さ

れる正反応数よりも多かった。個々の単語の正反応率

のばらつきは，予測１の高低と一致した傾向を示して

いるため，VCC単語の場合も，英単語を構成する音韻

を正しく発声できるかどうかに影響を受けていると言

える。しかし，VCC単語に対しては，日本人幼児も中

国人幼児も共通して，最も高い反復成績を示したこと

から（李他,2009），語頭に母音がくる英単語については，

構成音韻の発声以外の別の要因が大きく影響を及ぼし

ていると考えられる。

全体的考察

本研究では，まず，研究１で，日本人幼児における

英語の構成音素の知覚・発声能力を調べた。英語の音

声を構成する主要な音素を，CVという単純な音韻構

造，または，同一の音素の順序を変えたVCの音韻構

造で幼児に聴覚提示し，反復させた。その結果，/vI/，

/ðI/，/zI/，/lI/，の刺激に含まれる頭子音の発声が比

的難しかった。一方，CV頭子音刺激よりも，VC尾子

音刺激で，全般に，正反応が少なかった。次に，研究

２では，研究１のCV母音刺激，およびCV頭子音刺

激の正反応率を用いて，４種類（CVC, CCVC, CVCC,

VCC）の１音節英単語の正反応率を予測した。その結

果，個々の英単語の正反応率のばらつきを18％説明で

きることが分かった。これらの結果は，日本人幼児に

おいて，英語の構成音素の知覚・発声能力と，英単語

の反復の難しさとが関連していること，また，研究１

で求めたデータに予測的妥当性があること，さらに，

日本人幼児における１音節英単語反復の難しさは，

個々の構成音素の知覚・発声の難しさ以外の別の要因

が関わっていることを示唆している。

日本人幼児が英語音声を構成する特定の音韻を正し

く知覚・発声することが難しいということは，特に驚

くべきことではない。乳児の時期から，音声知覚は，

母語の音韻体系に合わせて調整され，日本人が/r/と

/l/などの日本語の音韻体系にない英語の音韻の差異

を知覚できないことは，一般によく知られていること

である。しかし，このことに関して，本研究で明らか

になったことは，以下のような点で大きな意味を持っ

ている。

第１に，英語の音声を構成する主要な音素の発声が

日本人幼児にとってどの程度難しいのかについての基

礎的なデータを提供した点である。CVという単純な

音韻構造で提示されたとき，日本語の音韻に対応しな

いものであっても，母音刺激に対する正反応率は，全

般に高く，また，子音刺激に対する正反応率も，全般

に低くなかったが，特定の子音/v/，/ð/，/z/，/l/に対す

る正反応率がかなり低かった。ただし，まったく発声

できないのではなく，少なくとも２割程度の子どもが，

英語母語話者が同じ音と判断するくらいに，反復する

ことができた。このことは，英語の音声を知覚し，発

声する基本的な能力が日本人幼児にあることを示して

いる。

第２に，VC尾子音刺激の反復が，CV頭子音刺激の

反復よりも，全般に難しいことである。このことは，

同じ子音のカテゴリーであっても，母音との関係に

よって知覚・発声の難しさが変わることを示している。

例えば，/rI/の場合，日本語の“リ［ ］”の音韻知識に

依拠して，１つのまとまりとして知覚・発声できるの

に対して，/Ir/の場合，“イ［ ］”と“ル［ ］”の音韻知

識に依拠して，２つのまとまりとして知覚したものを

１つのものとして発声する必要があるため，より難し

いのかもしれない。

第３に，年齢の要因に関して，３，４歳児よりも，

５，６歳児の方が英語の子音をより正確に反復できる

ことを示した点である。３，４歳児よりも，５，６歳

児の方が，より大きな音韻的短期記憶の容量を持つた

め，与えられた音声を音韻的短期記憶に保持しつつ，

音声を分析し，適切な発話運動を制御することに優れ

ていると考えられる。聞き慣れない音声情報を反復で

きることは，音声情報を反復（リハーサル）によって音韻

的短期記憶に保持し，長期記憶へ転送させる能力を反

映し，母語や第２言語における語彙獲得と密接に関連

している（Gathercole,2006;Masoura& Gathercole,1999）。

そのため，３，４歳児と５，６歳児の両グループを比

したとき，後者の方が，英語の音韻の習得に有利で

あると言える。

次に，英語の構成音素の知覚および発声能力と，英

単語の反復の難しさとの関連について考察する。CV

という単純な音韻構造で構成音素を発声できるかどう
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かが，実際に１音節英単語の正反応率のばらつきを

18％程度説明できることは，以下のことを意味してい

る。すなわち，個々の音素に関する正反応率の予測的

妥当性を示すとともに，日本人幼児が１音節英単語を

知覚し，それを反復するには，個々の音をどの程度正

しく認識できるかといったことが寄与していると考え

られる。

具体的には，grass/ r s/の音声を聞いたとき，日本

人幼児は，おそらく日本語の音韻知識“グ/［

m

］/”“ラ

/［ a］/”“ス/［s

m

］/”に依拠しながら，//，/r /，/s/

を一つ一つ知覚し，発声しようとしていると考えられ

る。ある単語の発声は，その単語を構成する音韻の認

識を必ずしも前提としない。例えば，中国人幼児の場

合，正しく反復できた１音節英単語の語頭音を認識で

きなかったことから（李他,2009），１音節英単語を全体

的に知覚・発声していると考えられる。また，英語母

語者の子どもにとって，単語の構成音素の認識が可能

になることは，英語の語彙知識の増加によって，音韻

表象が分節化されることと関連があると考えられてい

る（例えば, Metsala, 1999）。それに対して，日本人幼児

は，日本語のリズムや音韻知識の影響から，英単語の

構成音を細分化して認識し，発声しようとすると推測

される。

他方で，１音節英単語反復成績は，VCC単語を除い

て，構成音素の反復成績に基づく期待値よりも低く，

日本人幼児における１音節英単語反復の難しさは，

個々の構成音素の知覚および発声の難しさだけでは説

明されず，それ以外の別の要因が関わっていると言え

る。李他（2009）は，日本人幼児において，特に，CCVC

とCVCCの音韻構造の単語で，反復成績が低かったこ

との原因について，まさに，日本人幼児が英単語の構

成音を細分化して認識し，発声しようとすることを挙

げている。すなわち，/r s/の//，/r /，/s/を一つ一

つ知覚し，発声しようとすることが，音韻的短期記憶

により大きな負荷をかけてしまうとしている。加えて，

一つ一つ分析された音を連続して発声する（blending）

といった音韻処理も，日本人幼児の場合は負担となっ

ている可能性もある。本研究で，VC尾子音刺激の反復

が，CV頭子音刺激の反復よりも，全般に難しかったこ

と（研究1）は，これらの説明と一致する。

ただし，このような日本人幼児における英語の音韻

処理のメカニズムについては，本研究で直接検証され

たわけではない。今後，より直接的に検証するような

研究を行う必要がある。
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Perception and Pronunciation of English Phonemes by
 

Young Japanese Children
 

MASAMICHI YUZAWA (HIROSHIMA UNIVERSITY), MICHIHIKO SEKIGUCHI (MUGIWARABOHSHI), LI SIXIAN (HIROSHIMA UNIVERSITY)

AND MIKI YUZAWA (NOTRE DAME SEISHIN UNIVERSITY) JAPANESE JOURNAL OF EDUCATIONAL PSYCHOLOGY, 2011, 59, 441―449

 

The present research examined young Japanese children’s ability to perceive and pronounce English
 

phonemes,and the relation of that ability to their ability to repeat English words orally. Japanese children

(3 to 6 years old)were asked to repeat sound stimuli that had either a CV or a VC structure,comprising the
 

main phonemes of English. The children found it difficult to repeat stimuli composed of particular
 

phonemes. They also found VC stimuli to be more difficult for them than CV ones.In addition,for the 5-

and 6-year-olds,correct repetition rates for CV stimuli could explain the correct repetition rates for one-

syllable English words with different types of phonological structure. The results suggest that young
 

Japanese children’s ability to perceive and pronounce English phonemes may partly account for their
 

difficulty in repeating English words orally.

Key Words :English phonemes,pronunciation,word repetition,young Japanese children
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